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案件名 越前市こども計画（案）について 

趣旨 越前市子ども・子育て支援計画（第２次）を改正にあたり国のこども基本法の基本理念及びこども大綱を受け、誰もが、自分らし

く社会生活を送ることができ、希望に応じて家族をもち、安心してこどもを生み育てることができる社会をめざし、安全

で安心して子育てができる環境を地域全体で整えること、また、そうした環境の下で、こどもや若者が自己肯定感をもっ

て幸せを実感できる越前市としての「こどもまんなか社会」の実現することを目的とする。 

 

意 見 提 出 者 数

（件数） 

パブリック・コメント ２５件 

ワークショップ、アンケートその他の意見  ９3 件 

策定委員会等 ５件 

議会 １件 

合計 １２4 件 

 

No 該当する箇所 意見聴取方法 意見の要旨 越前市の回答 

1 第１章 ４ 関連計画

との関係（P４） 

ワークショップ（市町幼児

教育アドバイザー） 

（令和６年１２月１６日） 

上位計画とこども計画の関

係の見せ方を変更した方が

良い 

上位計画のすぐ下にこども計画が位置するように変

更します。 

２ 第１章 ４ 関連計画

との関係（P４） 

その他の意見 時系列でいうと平成１７年度

に遡ることになるので、「↓」

が無いほうが良いのではな

いか 

上位計画のすぐ下にこども計画が位置するように変

更し、時系列になるよう「↓」を「↑」に変更します。 

３ 第１章 ４ 関連計画

との関係（P4） 

こども計画 WG 

（令和６年１２月～１月） 

第１期と第２期の期間表示

について、平成３１年度と令

和元年度で重複しているの

ではないか 

第１期は本来なら令和２年度開始のところを待機児童

対策のため半年間前倒しして策定しました。重複して

いるという誤解を与えないよう第１期を「～令和元年

９月」、「第２期を令和元年１０月～」と修正します。 
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４ 第２章 （２）子育て世

帯の現状 

（P７～８） 

ワークショップ（市町幼児

教育アドバイザー） 

（令和６年１２月１６日） 

文章より注釈（ページ参照）

が目立つので、小さくしては

どうか。 

文字数を減らし文字の大きさも小さく変更します。 

5 第２章 ３ 課題 （１） 

（P９） 

その他の意見 こどもの権利の普及啓発の１

行目「調査結果から」の調査

結果が P１０８にあるので、こ

こで表記があるとよい。 

ご指摘のとおり、「調査結果（資料編 P108 参照）か

ら」と追記します。 

６ 第２章 ３ 課題 （２） 

（P1１） 

パブリック・コメント 

（40 代） 

「こども・若者の居場所づく

り」が重点施策となっていま

すが、若者の居場所づくりの

内容がないのではないでしょ

うか？ 

若者の居場所づくりについては、②地域資源を生か

した居場所づくりにおいて、公民館及びスポーツ施設

でのスポーツ・文化活動や多様な遊びの体験、学習

スペースやコワーキングスペースの確保を挙げており

ますが、今後もこども・若者の意見を聞きながら居場

所づくりを進めてまいります。 

７ 第２章 ３ 課題 （４） 

（P１２） 

その他の意見 児童福祉機能と母子保健機

能を一体的に行う機関「こど

も家庭センター」の文章を、

児童福祉機能と母子保健機

能を一体的に行う機関として

新たに「こども家庭センター」

を開設しました。に修正して

はどうか。 

ご指摘の通り、修正します。 

８ 第２章 ３ 課題 （４） 

（P１２）   

その他の意見 「子育てに困難を抱える家庭

まで」の文章を「子育てに困

難を抱える家庭への支援ま

で」のほうが分かりやすいの

では。 

ご指摘の通り、修正します。 
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9 第３章 １ 基本理念 

（P14） 

 

 

パブリック・コメント 

（40 代） 

この計画の目玉は、「若者」

が加わったことだと思いま

す。計画全体に「こども・若

者」とありますが、「こども」と

「若者」はだれを指すのでし

ょうか。成長の過程にある若

者は、どのような位置づけで

しょうか？ 

若者支援というのは、すべて

の若者への支援なのか、学

校卒業後とか何らかの支援

が必要な若者も含めている

のでしょうか？ 

「こども」については、こども基本法で定める定義と同

じく「心身の発達の過程にある者」としました。 

「若者」については、法律上の定義はありませんが、

「こども大綱」の中で特に青年期の全体が範囲に入る

場合に「若者」を使っています。本計画も青年期全体

も範囲に入る場合は、「こども・若者」と表記します。 

第１章に説明を追加しましたので、ご確認ください。 

若者支援はすべての青年期への支援です。 

１0 第３章 １ 基本理念 

（P14） 

ワークショップ（市町幼児

教育アドバイザー） 

（令和６年１２月１６日） 

P14「次代の～重要です」の

一文が長い。 

 

ご指摘を受け内容を修正します。難しい内容もある

かと思いますが、今後、概要版やこども版の作成し、

ホームページや出前講座等で分かりやすく伝えてま

いります。 

11 第３章 １ 基本理念 

（P14） 

議員 こども条例で用いている「自

立」を「成長」に変更できない

か。 

こども計画はこども条例の目的に沿って立てているた

め、条例が「成長」に変更する予定のため、基本理念

の「自立に向けて成長し」を「ありのままの自分を認め

て受け入れ、自分らしく成長し」に変更します。 

１２ 第３章 ２ 基本目標 

（P14） 

ワークショップ（公立園長会）

（令和６年１２月１１日） 

「思いを読み取り」→「思いを

汲み取る」の言い回しはどう

か。 

こども大綱には「意見を表明することへの意欲や関心

が必ずしも高くないこども・若者も自らの意見を持

ち、それを表明することができるという認識の下、言

語化された意見だけでなく様々な形で発する思いや

願いについて汲み取るための十分な配慮を行う。」と

あります。ご意見のとおり「思いを汲み取る」に修正し

ます。 
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１３ 第３章 １ 基本理念 

     ２ 基本目標 

（P14） 

その他の意見 概要版の方か明るくて見や

すい 

概要版は基本理念や体系を表記しているだけです

が、計画本体では基本理念や施策の展開に対する説

明を加えております。文字数が多くなり見づらくはな

りますが、ご理解をお願いします。 

１４ 第３章 ２ 基本目標 

（P14・P31） 

第３回市子ども・子育て会議 

（令和 6 年１１月１５日） 

ネットワーク機能を用いて

個別援助を展開することは、

子ども自身のつながりだけ

でなく、その親までも包摂す

るものとなる。居場所づくり

を考えるにあたっては、こど

も・若者の声（視点）を基に、

view(s)（「思い、考え、意

見」）から整理すると①居た

い②行きたい③やってみた

いという視点から基本目標

の頭に分かりやすく表記した

らどうか。 

ご意見のとおり、居場所づくりを考えるにあたって

は、「居たい・行きたい・やってみたい」活動となるよう

な取組みが大切ですので、基本柱Ⅱ 基本施策４ こ

ども若者の居場所づくり（P３８）にその旨を追加いた

します。基本目標については、そのままとしたいと考え

ています。 

 

１５ 第４章 １ 施策の体

系 

（P１６～１８） 

その他の意見 ☆：重点施策はマークがあっ

て分かりやすい。拡充・追

加・新規も区別できるマーク

があると分かりやすい。 

「基本施策」の下に「施策」。さらに「施策」の中にいく

つもの「取組内容」があり、その「取組内容」ごとに新

規、拡充、追加がありますので、「１施策の体系」のペ

ージで示すことは難しいですが、P４０～の「３施策一

覧」ではマークを用いて表記をしております。 

１６ 第４章 １ 施策の体

系 

（P１６～１８） 

その他の意見 こども誰でも通園制度はどこ

にあるのか分からなかった。 

こども誰でも通園制度は基本柱Ⅲ―基本施策２―③

多様化する子育てニーズに対応するサービスの向上

に位置づけられ、Ｐ２９、Ｐ４４、Ｐ７９～８０に記載して

あります。 
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１７ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅰ 

（P2０）  

その他の意見 こども基本法の認知度が低

いのは頷けることだと思いま

す。こどもに関わる仕事や 

子育てをしている人だけでな

く、学生のうちから広く学ぶ

機会は必要だと思います。 

教育・保育施設や学校教育の学びの機会のほか、地

域においても、こどもの権利の普及の機会を大人も

含めて取り組んでまいります。 

１８ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅰ 

（P2０） 

その他の意見 「子どもの権利があることを

知らない」という点について、

親子で話を聞く機会がある

とよい。 

親子で話を聞く機会の設け方については、保育園や

学校、公民館、児童センターなどと打合せを行い、こ

どもの権利の普及に全庁的に取り組んでまいります。 

また、出前講座などでも親子での参加を促してまいり

ます。 

１９ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅰ 

（P2０） 

第２回市子ども・子育て会議 

（令和６年８月７日） 

子どもの思いを尊重する意

識を市民みんなで考える機

会を。 

同上 

２０ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅰ 

（P2０） 

ブラジル人保護者 

アンケート 

保護者も「子どもの権利」に

ついて学べる場があるとよ

い。 

同上 

２１ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅰ 

（P2０） 

パブリック・コメント 

（40 代） 

P21 主な取組①内容「こども

や子育て世帯が意見や提案

をできる場づくり」「こどもの

意見表明と社会参加の機会

の充実」については、「若者」

の記載も必要ではないか。 

ご指摘の通り主な取組①の内容について、「若者」を

追加します。 
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２２ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 

（P23） 基本柱Ⅱ 

パブリック・コメント 

（２０代）（３０代） 

保育園の入所通知の前倒し

について 

現在、２月に4 月入園の入所

通知が来るが、これを前倒し

できないか。＜全国的に一

般的かもしれないが＞育児

休業からの復帰や延長等の

弊害になっていないか。実際

に多くの方から聞きます。ぜ

ひ、前向きな検討していただ

けないか。 

入園を希望する方が非常に多く、受け入れが厳しい

状況が続いています。１人でも多く入園できるようぎ

りぎりまで園と協議しながら入園調整を行っているた

め４～５月入園希望者の結果を１月末発送としていま

す。 

ご理解いただきますようよろしくお願いいたします。  

２３ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ  

（P2３） 

その他の意見 身近に感じるのは、保育人材

の確保についてです。保育

士が不足している中、普段の

保育＋家庭支援、一時預か

り、障害のあるこどもや発達

に支援を必要とするこどもも

年々増えているなか、保育士

不足も要因となり、やらなけ

ればならないことが増え、そ

れが離職の原因にもつなが

っていると思います。保育人

材がいなければ、ニーズに対

応するための様々なものが

できないので、保育士の人

材確保に力をいれてほしい

です。 

市では、保育士確保対策として「保育士等就労助成

金」制度を行い、保育の担い手確保に一定の成果が

表れています。 

しかしながら現在も保育士の担い手不足は深刻な課

題であり、今後の社会のニーズに安定し対応するた

めには、保育士が継続して働き続けるための方策は

大変重要です。国・県における対策に加えて、市は、

市乳幼児教育・保育支援センターを中核に、地元の

保育士養成校とともに保育の魅力発信や保育士確保

や継続支援に取り組んでまいります。 
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２４ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ  

（P2３）  

 

その他の意見 共働きも増え、預けやすい環

境になることは親にとっては

ありがたいことだが、受け入

れる園の負担なども考慮す

る必要がある。保育士育成

のために仁愛大学等にて 5

年間計画で「授業料の負担

免除制度」が実施されるな

ど、目に見える制度があるこ

とはいい。しかし、その後も

保育士として続けることがで

きる環境作りが大切だと思

う。 

今後の社会のニーズに安定し対応するためには、保

育士が継続して働きつけるための方策は重要です。

国・県における対策に加えて、市は、市乳幼児教育・

保育支援センターを中核に、地元の保育者養成校と

ともに保育の魅力発信し、保育士確保の取組や働き

続ける保育者を支えるための環境づくりをサポートし

てまいります。 

２５ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ  

（P2３）  

 

その他の意見 多様な保育ニーズに対応す

るため、様々な専門職の配

置が必要。保育士だけでな

く、看護師、通訳、外国籍補

助職員と個別の支援が必要

な子が増えているので、特別

支援の専門職も配置される

とよいのではないか。 

保育園等には、子ども一人一人の育ちや思いを大切

にした教育・保育に努めていただいていることを感謝

申し上げます。 

保育士以外の専門職がチームでこどもたちへの支援

にあたることはとても意義のあることです。配置は難

しい状況ですが、発達や特別支援教育に関する相談

機関がありますので、ぜひご活用ください（市児童発

達支援センターなないろ、南越特別支援学校教育相

談等）。 
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２６ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ  

（P2３）  

 

その他の意見 日本人も外国籍の子どもも、

健常児も障害のある子ども

も分け隔てなく安心して一緒

に過ごすことができるように

なるのはとても大切なことだ

と思う。そのために、継続し

た関わりや、様々な専門機関

との連携ができてきているの

で、子ども達にとってはとて

も過ごしやすくなると思う。よ

り充実したサービスを受ける

ことができるように、私達自

身も成長していかないといけ

ないので、そういった学びの

場があるといいなと思った。 

身近で学び合う場として、令和６年に開設した「市乳

幼児・教育保育支援センター」において研修や実践講

座を開催しています。今後も保育者等のニーズを聞

き取りながら、整理・充実させていく予定です。今後

は、「市こども家庭センター」や地域の大学や県の教

育・保育の関連施設、専門機関と連携しながら、当セ

ンターの機能や情報提供の充実に努めます。ぜひご

活用ください。 

２７ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ  

（P2３）  

  

その他の意見 ①越前市の様々な施設でし

ていることを示す（リストにす

る）・園、児童館、一陽など 

②子育て支援センターの活

動を示す。 

写真を交えたり、活動内容を

示したりして親しみをもつ事

ができるようにすると良いと

思う。「いってみたいな」と足

が向くようになることが大

切。 

①市内の施設での行事などについては、市のホーム

ページにて毎月更新で情報発信をしています。また、

市の公式ラインからも情報発信をしています。 

②子育て支援センターの活動については、市のホー

ムページから各子育て支援センターのホームページ

にリンクするようになっており、活動を見ることができ

ます。 
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２８ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ  

（P2３）  

  

その他の意見 

（ブラジン人市民） 

子育てを安心して行なって

いくための充実した取り組み

が、様々あり、とても良い環

境であると思った。特に情報

提供の方法が重要であると

思った。どのような形で、親

子に情報を知らせていくの

か、情報がすぐに得られるよ

うなネット環境があるか、サ

ービスの内容や方法がわか

りやすいと、さらに良い支援

になっていくと思う。  

今後も、必要な情報がスピーディに提供できるよう検

索サイトや申しこみの手軽さなど、子育て当事者のニ

ーズをお聴きしながら、子育て支援等の情報提供を

より良いものにしてまいります。 

  



10 
 

２９ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ  

（P2３）  

  

その他の意見 多様化する仕事や家庭を支

える社会づくりの中の一時

預かり事業が充実するとい

いなと思います。各園で実施

はしていますが、実際は園の

状況を考えると利用しずらさ

があるなと思います。（自分

が上の子2人がまだ小さくて

家でみていた時に（2 才と 0

才）下の子がよく体調を崩す

子だったので上の子だけで

も数時間お願いできたら…

という事がありました）以前

住んでいた市では公立園の

中に一時預かり専用の保育

室あって専門の保育士がい

て、育児リフレッシュ目的で

も、サービスを受けることが

可能だったので多様な保育

ニーズに対応できるサービス

が充実していく（気軽に受け

る事ができる）といいなと思

います。 

子育て中のご家庭にとって、身近に子どもを預けるこ

とができる人と場所があることは、子育て当事者の心

身の安心感につながります。越前市においても、子育

て支援事業の一つとして、就学前教育・保育施設や

一時預かり事業所にて量の確保に努めています。 

今後も、保護者のニーズに速やかに対応できるよう

整備してまいります。 

３０ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P2６） 

その他の意見 「若者の居場所づくり」の情

報提供が具体的にあると良

い（いつ、どこで） 

情報提供の機会やシステム構築については、計画策

定後に、こども・若者から意見を聞いたり、関係機関

と打合せ等を行いながら具体的なものを作ってまい

ります。 
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３１ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P2６） 

ワークショップ（公立園長会）

（令和６年１２月１１日） 

「若者の居場所づくり」の情

報提供が具体的にあると良

い（いつ、どこで） 

同上 

３２ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P2６） 

その他の意見 こども、若者が安心して活動

できる場や居場所づくりが進

んできてはいるものの、どこ

にあるかが分からず、利用し

たくてもできない人がいるの

ではないかと思った。ちらし

や、ＳＮＳなどをもっと活用し

て周知していけるといいので

はないか。 

同上 

３３ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P2６） 

その他の意見 子育て支援や遊びの場が充

実していると思うので、その

情報をよりアピールできると

良い。 

同上 

３４ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P28） 

パブリック・コメント 

（３０代） 

他市町村と同様に、第１子か

ら保育料無償化にして欲し

い。核家族で周囲に頼れる

人がいない場合、幼児をお

世話しながら働ける時間に

は限りがある。高額な保育料

が経済的な負担になってい

る。 

子育て当事者のご意見を伺ったり、他市の状況を調

査したりしながら研究してまいります。 
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３５ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P23） 

パブリック・コメント 

（２０代）（３０代） 

地域子育て支援センターの

土日開放（現在、地域子育て

支援センターの土日開放は

ピノキオのみである。隔週な

ど徐々にで良いので、開放に

向けた動きがあると嬉しい。

年齢制限はあるものの、得

意登記など室内遊び場が少

ない現状があるため、ピノキ

オに集約するだけでなく、人

材の手配等の行政支援を行

えないだろうか） 

地域子育て支援センターの土日開放については、以

前ピノキオ以外の事業所が土曜日を開放していた

が、利用者も少なかったため閉めることとした経緯も

あります。現在のニーズ等を利用者や事業所から確

認を行っていく中で検討してまいります。 
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３６ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P２８） 

パブリック・コメント 

（２０代）（３０代） 

早急な小中学校の給食費無

償化の実現 

学校給食については、令和４年度から、国の交付金を

活用した食材費の高騰に対する補助や令和５年度の

３カ月の無償化により、給食の質の維持と保護者負

担の軽減を実施してきました。今年度も、食材費の高

騰に対して、９月と１月の補正予算で、合わせて給食

費の１９％の補助を実施しました。 

給食無償化に係る費用は、固定的な経費として継続

していくことになるため、市独自の施策として実施す

る場合は、将来にわたる財政負担を考慮したうえで、

慎重に判断する必要があります。 

また、学校給食のように、極めて基本的な子どもの福

祉に寄与するものについては、国が一律に負担する

のがよいと考え、今年度、初めて、県への重要要望に

給食無償化制度の創設を盛り込み、国主導の給食無

償化の実現を要望しました。 

教育条件の不公平をなくすためにも、今後も引き続

き国主導の給食無償化の実現を強く要望していきま

す。 
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３７ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P28） 

パブリック・コメント 

（２０代）（３０代） 

小学校の制服の撤廃（首都

圏出身ですが、小学校の制

服は、私立だけであり、公立

は私服だった。低所得者に向

けた制服助成等あるが、一

般家庭でも負担は大きいも

のである。また、成長がいち

ばん大きい小学校時期の制

服着用は理にかなっていると

は思えない。気温差の大きい

地域で着脱の可能な私服と

異なり、温度管理が難しいも

のを、着させるのはいかがな

ものか。早急な撤廃とはなら

ないかもしれないが、まずは

ニーズ＜生徒、保護者＞・着

用、使用率＜聞く話だと登下

校でしか着ないと聞くが＞を

取られてはいかがか。また、

市としての着用にこだわりが

あるのであれば、見解を聞い

てみたい。） 

小学校の制服については、毎日の服装選びが不要で

ある、服装に格差が生じにくい、といったメリットもあ

ります。気温の変化については、各学校において、夏

服の着用や重ね着などを取り入れて、適切な体温管

理ができるよう対応しております。 

各学校においては、今後も制服の指定について、児

童や保護者の意見を踏まえながら柔軟に対応してい

くべきと考えています。 
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３８ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P28） 

パブリック・コメント 

（２０代）（３０代） 

中学校の制服の撤廃（多様

性をみとめる本市で、男子女

子でわける制服で生徒をわ

けるのは時代にそぐわない

のではないか。また、小学校

の制服の撤廃と同様、経済

的な負担が大きく、こちらも

ニーズ＜生徒、保護者＞・着

用、使用率を取られてはい

かがか。また、市としての着

用にこだわりがあるのであれ

ば、見解を聞いてみたい。） 

小学校と同様に、中学校の制服についても、毎日の

服装選びが不要である、服装に格差が生じにくい、と

いったメリットがあります。市内では、女子用スラック

スがある学校も多く、性差にとらわれず選択できるよ

う配慮がされております。 

各学校においては、今後も制服の指定について、生

徒や保護者の意見をふまえながら柔軟に対応してい

くべきと考えております。 

３９ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P28） 

パブリック・コメント 

（２０代） 

予防接種の助成・無償化（ム

ンプス等の任意接種に助成・

無償化はできないか） 

 

現在日本独自の MMR（麻しん、おたふくかぜ、風し

ん）ワクチンが薬事審査中であり、定期接種化に向け

て議論されていることから、国の動向を注視しつつ市

の対応を判断してまいります。 

４０ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P28） 

パブリック・コメント 

（２０代）（３０代） 

保育園のおむつのサブスク

リプションの導入（県内では

南越前町が先行して行って

いる事業である。保育園へ

の持っていくおむつは現状

直接おむつへ記名している。

しかし、私立こども園ですら、

残念ながらおむつの入れ違

いや履き違えがあり、適当に

運用されているか不安を感

じることがある。ぜひ早急に

検討していただけないか。） 

おむつのサブスクの導入については、市内でも既に

実施している園があります。いただいたご意見につい

て、改めて全園に周知いたします。ただし、サブスクの

利用料については、保護者にご負担いただくことにな

りますのでご理解をお願いいたします。 

 南越前町のように、サブスクの利用料の一部を自治

体が負担することについては、入園せず家庭で保育

されている方との平等性や、市の財政状況を見なが

ら、判断してまいります。 
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４１ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅱ 

（P2８）  

 

その他の意見 結婚希望する方への支援の

部分で「マッチングシステム

利用登録料助成」とあり、良

いなと思った。他の自治体で

は、婚活イベントを市が主催

し結婚応援しているがなかな

か成婚にまで至らないと聞く

ので、イベント主催等は民間

企業に任せても良いのかな

と思う(力を入れても成果が

上がりにくいし、市のイベント

は参加者も少ないと聞くの

で)。 

現在、マッチングシステム登録や市の結婚応援や支

援情報を、企業を通じて情報発信もしているところで

す。今後も引き続きおこなってまいります。また、企業

が婚活イベント企画に参画いただくことは、よいご提

案だと思います。 

４２ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P29）  

 

パブリック・コメント 

（４０代） 

子育て世帯に負担軽減も大

事だが、子育てが楽しいと感

じられるものがあるとよいと

思った。 

市全体で子育ての応援を行いながら、子育て当事者

も含めてともに育ち合う環境づくりのため取り組んで

まいります。 
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４３ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P29） 

パブリック・コメント 

（２０代） 

三歳児検診での視覚（近視）

について（文部科学省）のリ

ーフレットについて（三歳児

検診におけるリーフレットとし

ては、不適当なものと考え

る。就学前健診や学校検診

で使用するなら理解できる。

視能訓練士協会や日本眼科

医会で出しているリーフレッ

トの方が三歳児検診に向け

たリーフレットになっており、

適当と考える。市として利用

にあたりこだわりがあれば、

見解を聞いてみたい。） 

最近の子どもの近視は増加傾向にあり、また低年齢

化が進んでいます。これは環境による影響が大きいと

考えられており、より早期に近視を予防するための生

活習慣を身につけることが大切であると考えていま

す。現在使用しているリーフレットには生活習慣に関

する説明が詳しく記載されているため、適切と考え、

使用しています。 

４４ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P29） 

パブリック・コメント 

（２０代） 

三歳児検診の HP の視力検

査の表記について（本市ＨＰ

での三歳児検診の実施項目

に視力検査とあるが、実際に

行っているのは屈折検査な

ので、表記を改めなければ、

誤解を生むのではないか。） 

誤解を与えないよう、視覚検査（屈折検査）と修正し

ます。 
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４５ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P29） 

パブリック・コメント 

（２０代） 

三歳児検診での屈折検査

（スポットビジョンスクリーナ

ー）に、専門職の配置（検診

を利用し、ボランティアでの

検査には不安を覚える。ボラ

ンティアに対して、機器の研

修会等は開催されているの

か。＜されているようには見

えない使用の仕方が見られ

た＞人数を割くのは難しい

だろうが、せめて保健師が担

当すべきだろうと考える。ま

た、視能訓練士が視力検を

行う市町村＜福井市や鯖江

市＞もあると聞く。ぜひ、今

後予算をつけて三歳児検診

を義務的に行うだけでなく、

質的向上を行ってもらえな

いか。） 

屈折検査は日本眼科協会が作成しているマニュアル

などをもとに保健師が実施しています。研修会等は実

施していませんが、今後も実施方法について検証し、

質的向上に努めてまいります。 

４６ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P29） 

パブリック・コメント 

（３０代） 

三歳児検診でお家だけでな

く、会場でも視力検査を実施

して欲しい。 

健診では短時間の中で様々な検査を実施しているた

め、視力検査については家庭で実施していただいて

います。家庭での実施が難しい場合には、個別対応

を検討してまいります。 

４７ 第４章 ２ 基本柱別

施設の展開 基本柱

Ⅲ 

（P３０） 

その他の意見 公共施設において、こども用

のトイレ、カートの充実をして

ほしい。 

これまでも公共施設のこども用トイレについては、整

備をしてきましたが、子育て世帯のご意見をうかがい

ながら検討してまいります。 
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４８ 第４章 ２ 基本柱別

施設の展開基本柱Ⅲ 

 （P３０） 

その他の意見 施設等に子どもと遊びに行っ

たときオムツやミルクが足り

なくなるときがある。ミルクや

おむつの（自販機など）販売

があるとよい。 

子育て世帯のご意見をうかがったり、他市の状況を

調査したりしながら検討してまいります。 

 

４９ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P３０） 

パブリック・コメント 中央公園周辺施設に駐車場

が足りません。施設や催しが

集中しすぎている気が致しま

す。 

併せまして、越前市中央図

書館の利用が、上記の理由

で困難です。小規模、または

貸出返却のみの窓口を市内

各所に作っていただけると嬉

しいです。 

図書館は今立図書館も併せ

て、セルフレジのような貸出

返却システムを希望いたしま

す。 

武生中央公園周辺施設の駐車場については、武生中

央公園再整備以前は 360 台（臨時駐車場除く）、武

生中央公園再整備直後（H２９年度）は 745 台（大型

車、臨時駐車場分除く）、水泳場、コウノトリ広場整備

後（現在）は 982 台（大型車、臨時駐車場分除く）と

整備を進めてきました。今後もいただいたご意見を参

考に適切な駐車場管理に努めてまいります。 

本の返却ができる場所として、越前市役所本庁１階に

ブックポストが設置してあり、平日夜間や休日でも返

却ができます。 

また、中央図書館、今立図書館の閉館時には、正面

玄関の左側にブックポストがあり、そちらに返却本を

入れていただくことができますので、ご活用ください。 

市内各所での貸出についてですが、図書館では公民

館や児童館、幼稚園、こども園、小学校、福祉施設等

に団体貸出を実施し、いつでもどこでも読書のできる

環境づくりを推進しておりますので、そちらもご活用く

ださい。 

セルフの貸出機については、令和７年度のシステム更

新の際に中央図書館、今立図書館ともに導入予定で

す。 
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５０ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P３１）  

その他の意見 どんな立派な施設があって

も車社会の福井では、運転

免許を持たないこども達が

自由に移動するには施設間

を結ぶアクセスが重要になっ

てくると思います。また保護

者の安心という点では入退

室システム等を利用して居

場所を共有することも必要な

のではと思います。 

基本柱Ⅲ 基本施策４ ①良好な生活環境づくりとし

て公共交通ネットワークの最適化を図ってまいりま

す。また、居場所づくりを進めるにあたっては、こども・

若者自身の意見とともに保護者の方からの意見もお

聞きしながら進めてまいります。 

５１ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅲ 

（P3３） 

その他の意見 

（保護者） 

我が子が自閉症と診断され

てから通所施設に通うように

なるまでかなりの時間がか

かりました。子どものために

少しでも早く通わせたいとい

う気持ちとは裏腹に相談支

援員の決定、施設の決定な

どなかなかスムーズ進みませ

んでした。保護者の方の大半

は同じように考えていると思

うので、早期発達支援の充

実という部分で少しでも早く

支援を受けられるようになる

ことはすごく重要だと感じま

した。 

通所施設等の福祉サービスの利用においては、国の

定めに基づき手続きを行う必要があるため、一定の

期間を要します。診断されてから通所支援を開始す

るまでの保護者のご心配やお気持ちを確認しつつ、

通所開始前にも、相談等により支援を行うよう、支援

者間で共有し対応してまいります。 
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５２ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P3４）（Ｐ３７） 

パブリック・コメント 

（４０代） 

基本柱Ⅳ「支援を必要と知る

こどもとその家庭への自立

支援体制の推進」について

は、「若者」も含めるのでしょ

う か 。 基 本 施 策 の ５ で は

「・・・・こども・若者やその家

族への支援」となっています

が。 

若者も含めますので、記載を変更します。 

５３ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P35） 

パブリック・コメント 

（４０代） 

１人親や非課税世帯の子ど

もに対して、習い事などの補

助金制度を創設してはいか

がでしょうか？鯖江市や越

前町では実施しているようで

す。ご検討よろしくお願いい

たします。 

習い事への支援は、継続的に実施できるか不透明で

あり、効果測定は難しいこと。また、所得により一部支

給と全部支給があり、年度途中で切り替わる方が存

在すること。所得判定には基準日が必要となり、継続

性のある習い事への支援は困難と判断して実施に至

っていませんが、今後も動向をみてまいります。 

５４ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３６） 

パブリック・コメント 

（２０代）（３０代） 

５歳児検診の実施について

（こども家庭庁では奨励され

ている検診です。発達障が

いの児童等、３歳児検診でフ

ォロー出来なかった児童を

救えるのではないか。実施予

定や予算を組むつもりはあ

りますか。国庫補助金もある

と聞きます。ぜひ、前向きな

検討を早急に行っていただ

けないか。） 

５歳児は言葉の理解能力や社会性が高まり、発達障

害が認知される時期です。身体的・社会的発達状況

を就学前に観察しフォローするための５歳児健診は、

非常に重要であると考えています。当市では３歳児健

診後のフォローとして、保健師が園を年数回訪問し、

園や保育カウンセラー、児童発達支援センターなない

ろなどと連携して必要な支援につなげています。 

今後国の動向や、他市町での取り組み状況を注視

し、市の対応を検討してまいります。 
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５５ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３６） 

その他の意見 小・中学校の気がかりさがあ

る児童への具体的な内容が

あると良い。 

施策一覧 P47 に基づき具体的な取り組みを明記し

実施してまいります。 

５６ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開基本柱Ⅳ 

（P３６） 

その他の意見 

（ブラジル人就学前保護

者） 

日本語の獲得が難しいと授

業についていけるか心配。い

じめや不登校も心配だ。 

小さい時期から、支援や相

談機関の情報があると安心

する。 

学校では、外国にルーツがあるこども達について、そ

れぞれの日本語の獲得状況に応じた日本語指導を

行っております。 

また、外国にルーツがあるこども達を含めた多様な友

達がいることの良さを互いに理解できるような取組も

進んでおります。 

外国籍児童も対応している地域の学習支援などへの

つなぎも、学校と連携して実施しています 

家庭や子どもの相談機関であるこども家庭センター

の周知も継続して実施してまいります 

５７ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

 

（P３６） 

その他の意見 切れ目ない支援が本当に大

切だと感じる。ただ、小学校、

中学校、高校になると支援が

少なくなり、特に障害児、医

療的ケア児はその都度「壁」

を感じている。その子、家庭

にあった支援が持続できると

よいと思った。 

気づきの段階から、こども一人一人に応じた支援が

切れ目なく継続できるよう多機関連携による支援体

制づくりに取り組みます。（施策一覧Ⅳ－４－⑦に明

記） 
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５８ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３６） 

その他の意見 発達に支援を必要とするこど

もは、例えば 5 才でも 2 才く

らいのレベルの場合、そのこ

どもに応じた生活ができる環

境、園と家庭の連携によりど

の年齢、実年齢ではなくてそ

のこどもにあったところで生

活するとよいと思う。こどもに

合った環境作り。 

園では、こどもの発達段階等に合わせ、障がいのある

こどもや医療的ケアの必要なこどもの受け入れを行

っています。これからも専門機関（児童発達支援セン

ター等）と連携しながら、こどもに合った環境づくりの

充実に努めます。 

 

５９ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３６） 

その他の意見 保育園、こども園の時は、発

達などに気がかりさがあった

ときに関係機関とのスムーズ

な連携ができていると感じ

た。学齢期になっても具体的

支援の相談機関や専門機関

との連携がスムーズになり、

必要な支援につながるとよ

い。 

発達支援の中核的役割を担う児童発達支援センター

なないろに「地域連携推進マネジャー」を配置し、学

齢期においては、家庭・教育・福祉の連携強化に取り

組んでいます。こどもに応じた支援を関係者間で共

有したり、適切な支援につないだりできるよう支援体

制の整備に取り組みます。 

６０ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３６） 

その他の意見 ライフステージに応じた切れ

目ない支援を実施していくこ

とはとても良いと思う。もっと

している事を具体的にみん

なに知らせていくことで利用

できる人がもっと増えると思

います。 

必要とする人に必要な情報が行き届くよう、効果的な

情報発信を検討してまいります。 
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６１ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３６） 

その他の意見 環境の整備ではインクルー 

ジョンの推進でインクルーシ

ブ公園、またはインクルーシ

ブ遊具を整備して頂きたい。  

全天候型のこどもの遊び場整備について 検討を重

ねています。安全で安心してすべてのこどもが遊ぶこ

とができる遊び場や配置する遊具に関しては、インク

ルーシブの視点は重要だと考えています。 

６２ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３６） 

その他の意見 写真の注釈の紹介文の、フォ

ントや書きぶりがほかの写真

と違う。①P３６左側、②P３７

左側 

ご指摘の通り修正します。 

６３ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３７） 

その他の意見 登校拒否や不登校のこども

や保護者に対しての支援に

ついて、具体的な内容がある

と良い。 

具体的な取組み内容を P４８の施策一覧の表に追加

するのは難しく、案のとおりとしたいと考えています。 

６４ 第４章 ２ 基本柱別

施策の展開 基本柱

Ⅳ 

（P３７） 

その他の意見 こどもへの虐待を防ぐために

少しでも子育て、産後疲れや

リフレッシュできるように 

一時預かりできる民間の施

設を 2 か月から受けいれて

欲しい。 

健康増進課では、出産後１年以内の母子に対し、産後

ケア事業を行っています。産後のお母さんとお子さん

の健康のために、助産所や産科医療機関でのショー

トステイ（宿泊）、デイサービス（日帰り）の利用を通じ

て、心とからだを休めながら育児相談や授乳指導な

どを受けられるサービスです。産後疲れの回復のた

めにご利用ください。 

６５ 第４章 ３ 施策一覧 

（P43） 

こども計画 WG 

（令和６年１２月～１月） 

ワークライフバランスの推進

は大切な施策だと思う。その

取組み内容の一つに育児休

暇取得の推進が必要と考え

るが。 

取組に、「育児休暇取得推進の情報提供」を追加しま

す。 

６６ 第４章 ３ 施策一覧 

（P43） 

第３回市子ども・子育て会議 

（令和６年１１月１５日） 

ワークライブバランスや男性

の育児休業の推進のため企

業への働きかけが今後もさ

らに強く進めてほしい。 

取組に、「育児休暇取得推進の情報提供」を追加しま

す。 
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６７ 第４章 ３ 施策一覧 

（P43） 

その他の意見 こどもや若者、子育て環境を

よりよいもの権利や最善の

利益を図るためによりよい 

公共のサービス向上を目指

すことに意義や必要性を感

じています。その為にも十分

な環境や働く者の人員体制

の強化が必要だと思います。

よい計画があってもそれを

行う環境がなく働く者が疲労

してしまわないようにしても

らいたいと思います。 

全てのこども・若者や子育て当事者への支援を行う

職種の方々には、まずは感謝を申し上げます。支援者

の労働環境等が今後も整備されるよう努めるととも

に、支援者の相談体制も充実してまいります。 

６８ 第４章 ３ 施策一覧 

（P43） 

第３回市子ども・子育て会議 

（令和６年１１月１５日） 

地域子育て支援拠点事業に

ついて、地域に点在する小

規模施設との役割を明記し、

連携型の記載を追記したら

どうか。 

ご指摘のとおり、児童館や児童センターとの連携も大

切なことですので、②地域資源を生かした居場所づく

りの「児童館・児童センター機能の充実」を「児童館・

児童センターの居場所機能の充実と連携の強化」と

修正します。 

６９ 資料 子育て世代を

取り巻く現状（詳細） 

（P９１～） 

第３回市子ども・子育て会議 

（令和６年１１月１５日） 

「育児休業から職場復帰時

の子どもの年齢」のアンケー

ト結果分析で、無回答者の

扱いを数字に含めるのは疑

問が残る。 

無回答者の分は含めない形での数字を使い、文章の

表現も改めます。 
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７０ 資料 子育て世代を

取り巻く現状（詳細） 

（P102） 

その他の意見 資料 P102 基本柱Ⅳ基本施

策 1 に、「外国人市民のこど

も教育、保育環境を充実さ

せるため外国籍時対応職員

を増員し、ポルトガル語を話

す保育補助員と「にじいろこ

ども園」に複数配置しまし

た。」とありましたが、これか

ら外国籍児が在籍している

他の公私立園にも配置する

予定はあるのですか?今、配

置していただけているおかげ

で安心してにじいろこども園

で働けていけるので、他の園

も常時いる職員がいてくれ

ることで、こども、保護者、職

員(日本人)皆が安心して遊

んだり預けられたり、コミュニ

ケーションをとったりすること

ができるのではないのかなと

思います。 

現在も、市が採用した外国籍児対応職員が公私立を

問わず外国籍児が在籍する園に巡回しています。今

後も、こどもやご家族への支援状況を確認しながら必

要な巡回頻度等を検討してまいります。 

また、ポルトガル語を話せる保育補助員は、こどもの

育ちを支える貴重な人材であり、園に常駐すること

で、子どもが安心して園生活が送ることができると考

えます。市は、私立園からの採用に関する相談があっ

た場合には、相談に応じております。 
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７１ 資料 その他の意見 言葉の意味で分からないと

ころは注釈をつけてほし

い。P12 ポピュレーション

アプローチ、ハイリスクアプ

ローチ P14 ウェルビーイン

グ P18 インクルージョン

P24 デジタルシティズンシ

ップ教育、Ｐ26 ICT 活用 

Ｐ28 オンブット事業、ダイバ

ーシティ、UIJ ターン 

注釈がないものを追加します。 

７２ 概要版 その他の意見 こども計画がとても長いので

「概要版」で「こども計画」が

どのような位置づけで、体系

の説明などが簡単に図なの

でまとまっているとイメージ

がもちやすい。 

検討し修正します。 

７３ 全体 その他の意見 文章を読んでいるだけだは

頭に入ってこなかったです。

これをどうわかりやすく最終

的に越前市民に理解しても

らえるような形になるのか

が、想像できませんでした。 

こども計画は現時点で１７５ページに及んでいます。

分かりやすく普及するための概要版の作成と、特にこ

ども向けにこども用概要版の作成予定をしておりま

す。 

７４ 全体 ワークショップ（市町幼児

教育アドバイザー） 

（令和６年１２月１６日） 

計画の内容をわかりやすく

市民に伝え理解いただくこと

が大事。 

分かりやすい概要版や、こども版を作成し、出前講座

や子どもにかかわる市民が集まる集会等を活用して

いきたいと考えております。 
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７５ 全体  その他の意見 越前市のこども計画（案）が

こどもまんなか社会を目指し

ていく中での理念や目標に

沿ったものになっていること

を感じました。色々な政策や

制度がしっかりとあっても市

民側が具体的にどんな場

所？どんなこと？など分から

ない部分も多いと思うし、知

る機会や情報が少ないのか

もしれないと感じました。課

題にもかかれていましたが、

まずは認知がどのくらいある

のかやどうするとみんなが

色々な制度を利用できるの

かかなと思いました。越前市

の理念は素敵だなと思った

ので「そうだよね」と今後みん

なが感じられといいなと思い

ます。 

同上 

７６ 全体 第３回市子ども・子育て会議 

（令和６年１１月１５日） 

計画の内容をわかりやすく

市民に伝え理解いただくこと

が大事。進捗確認も必要だ

と考える。 

 

分かりやすい概要版や、こども版を作成し、出前講座

やこども・若者にかかわる市民が集まる集会等で活

用していきます。進捗については、子ども・子育て会

議や市ホームページなどで公表し、今後も市民にご

意見いただきながらともに進めてまいります。 
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７７ 全体 その他の意見 越前市の取り組みについて

書かれているが、実際に行

われている施策や取り組み

について具体的に例も交え

て書かれていると一般の方

も理解しやすいのではない

かと思う。 

また写真なども加えてあると

より分かりやすい。  

同上 

７８ 感想・意見 その他の意見 子ども真ん中社会をつくるた

めに、子どもの主体性を大切

にすることの大切さを改めて

感じた。 

こどもまんなか社会の実現のために、こども・若者が

ありのままの自分を認めて受け入れ、自分のすること

について自分で決定し、幸せを実感できることが大切

と考えています。 

こどもが社会に対して意見を言うことができ、参加で

きる社会を目指します。 

７９ 感想・意見 その他の意見 様々な子どもや家庭のニー

ズに合わせて、こどもの居場

所づくり（こども食堂や学習

をする場所の提供）が行われ

ていることはよいと思う。利

用している方も多いので、今

後も続けていけるとよいと思

う。 

ご意見のとおり、こどもの居場所づくりについての取

組を進めてまいります。 
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８０ 感想・意見 ブラジル人保護者アンケー

ト 

越前市の子育て支援は充実

していて暮らしやすい。通訳

が充実している。 

家庭も含めた日常生活や子育ての相談、行政サービ

ス利用等の際の通訳や多様なメディアによる情報提

供、こどもへの日本語教育や日本語指導などの学習

支援を充実し、国籍や文化の違いをそれぞれの個性

として生かし、すべての人々がお互いを認め合い、尊

重しあう地域社会づくりを推進し、外国にルーツをも

つこどもの育ちの支援を行ってまいります。 

８１ 感想・意見 その他の意見 こどもの定義が年齢で区切

らず、施策の基本理念の言

葉の中に「若者」も含まれて

いて、「１８歳になったから支

援を受けられなくなる」という

感じがせず、孤独感を感じに

くくなるのではないかと思い

ました。 

こども計画では、子どもを年齢で区切らずに「こども」

とし、心と身体の成長の発達の過程である者も対象

とし、支援を行ってまいります。 

８２ 感想・意見 その他の意見 「ライフサイクルのどの時期に

公的資金を使うと費用対効

果が高いか」をリサーチした

結果が「乳幼児期」と出たそ

うで（ノーベル経済学受賞者

のジェームズ・ヘックマン氏）

こどもファーストの取り組み

は是非実現させて欲しいで

す。 

乳幼児期における経済的な支援を今後も充実してま

いります。 
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83 感想・意見 その他の意見 きれめなく支援するという事

で家庭でも学校でもない第

３の居場所づくりは賛成で

す。あわせて、縦でも横でも

ない斜めの人間関係の構築

（そんな人の存在）も大切な

のではと思います。 

第３の居場所づくりのためには、地域資源を生かした

居場所づくりに取り組んでまいります。 

８４ 感想・意見 その他の意見 情報化が進み、情報量に都

会や地方の差はなくなりまし

たが、人の間に入ってこその

「人間」なので、大人の目や

手のある中で過ごしながら

成長していって欲しいと思い

ます。 

こども・若者には、主体的に情報を得ながら、何が重

要か考え、見出した情報を活用し、他の人と協働しな

がら、新たな価値の創造に挑んでいくデジタルシティ

ズンシップ教育が重要と考えています。 

８５ 感想・意見 その他の意見 越前市の全てのこども、若者

が自立に向けて成長し幸せ

に暮らせていけたらとても 

ばらしいことだと思います。

しかし家庭がうまくいってい

ない家庭も沢山あると思い 

ます。両親が不仲だったり母

子家庭、父子家庭もあり経

済的にも苦しくて１日３食食 

べるのも、きつい家もあると

思います。少しでも何か助け

になることがあれば何をすれ 

ば良いのかなと考えます。  

こどもまんなか社会の実現のために、こども・若者が

ありのままの自分を認めて受け入れ、自分のすること

について自分で決定し、幸せを実感できる社会を目

指してまいります。 
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８６ 感想・意見 その他の意見 「こどもまんなか、誰一人取り

残さない」では妊娠→出産→

育児→成人まで地域全体で

子育てすることで特に一人

親家庭や10代の妊娠など社

会から孤立しやすい、見落と

されやすい家庭に市や団体

がその都度必要な手を差し

伸べ、援助や関わることで当

事者の不安が取り除かれ、ま

た相談しやすい環境が生ま

れ、また関わっていくことで

未然に虐待などの事故防止

や早期発見につながっていく

よい取り組みだと感じた。地

域子育ては子や親のＳＯＳを

見逃さないよい支援だと感じ

た。    

市では、誰一人取り残さずライフステージに応じた切

れ目ない支援を行ってまいります。 
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８７ 感想・意見 その他の意見 「子どもが嫌いとかいらない

とは思わないが欲しいとも思

えない」という声を聞きまし

た。その気持ちの中に出産、

子育てに関する不安と経済

的な不安、経験したことがな

いことへ踏み出す事が出来

ないというものがあるようで

した。越前市こども計画を知

ってもらうことで、様々な不

安を解消し安心して出産、子

育てが出来るようにしたいと

思いました。 

若い世代が、これから夢をもって結婚し子育てをして

いくため、婚活を始めようと考えている人や新婚夫婦

の経済的な支援を充実してまいります。 

８８ 感想・意見 その他の意見 こども計画は全てとても大切

なことで、地域が保護者、こ

ども達が共に育ち合っていく

よう一緒に考え、支えあって

いきたいと思いました 

地域の人材を生かしたこどもの社会性を育てる仕組

みづくりをすすめてまいります。 

８９ 感想・意見 その他の意見 このような取り組みがあるこ

とを今までしっかり把握でき

ていなかったが、こども達に

関する取り組みが具体的に

示されていることはとても良

い事だと思った。 

こどもまんなか社会の実現のために、こども・若者が

ありのままの自分を認めて受け入れ、自分のすること

について自分で決定し、幸せを実感できる社会を目

指してまいります。 

９０ 感想・意見 その他の意見 こどもや若者たちへの支援

が切れ目なくいろいろな所か

ら支援や計画が定められて

いていいなと思った。  

同上 
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９１ 感想・意見 その他の意見 ワークショップやニーズ調査

の意見が考えさせられる内

容ばかりで、気軽に相談でき 

る場所がたくさんあるといい

と思います。きっと自分が思

っている以上にこども、若 

者の家庭環境や生活環境は

様々で心身ともに安心して

過ごせる居場所づくりの取り

組みはとても大切にして欲し

いと思いました。 

こども・若者の意見を聴きながら、心身ともに安心し

て過ごせる居場所づくりに取り組んでまいります。 

９２ 感想・意見 その他の意見 全てが大事な事ばかりだが

中で興味を持ったのが居場

所についてです。居場所がな

いと非行にもはしりやすい

し、なくてはならない重要な

役割を持っていると思いま

す。心身ともに成長できるよ

うに充実してもらいたいと強

く感じました。 

同上 

９３ 感想・意見 その他の意見 虐待や育児放棄について、

保育士の観点から日頃のこ

ども達の様子やケガなど注

意深く観察し、早期発見に努

めよりよい家庭生活を送れ

るようにお手伝いが出来たら

いいなあと思う。 

関係機関の連携強化、家庭のニーズに合わせたきめ

細やかな支援等、児童相談体制のより一層の充実に

努めてまいります。 
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９４ 感想・意見 その他の意見 知らなかった支援がたくさん

あった。その子育て支援をも

っと多くの人たちに知って 

もらいたい。どう伝えていく

のかすべての人に伝えるの

は難しいと感じています。 

ネットや広告、テレビでの情

報発信で多くの子育て世代

に伝わればと感じています。 

子ども達の今、そして未来の

ことを考え、子供たちと一人

一人と向き合いながら考え 

ていかなくてはいけないと感

じ、より一層よそっていける

ように、日々成長していき 

たいと感じました。 

分かりやすい概要版や、こども版を作成し、出前講座

やこども・若者にかかわる市民が集まる集会等で活

用していきます。進捗については、子ども・子育て会

議や市ホームページなどで公表し、今後も市民にご

意見いただきながらともに進めてまいります。 

９５ 感想・意見 その他の意見 越前市は子ども達への支援

など、ほかの市町村に比べて

行き届いていると思うので、

今後もこれからの未来をつく

る子ども達のために支援を

続けてほしい。 

ご意見ありがとうございます。 

子ども・子育てへの支援の充実を図ってまいります。 

９６ 感想・意見 その他の意見 

（ブラジル人市民） 

支援センターのような、ブラ

ジルの保護者達を支援する

場所があることが重要だと思

います。  

国籍や文化の違いをそれぞれの個性として生かし、

すべての人々がお互いを認め合い、尊重しあう地域

社会づくりを推進してまいります。 
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９７ 感想・意見 その他の意見 

（ブラジル人市民） 

日本の深刻な問題の一つは

人口減少です。出生数が減

り、生活水準が高いため、結

婚しない人が増えています。

政府は日本の人口を増やす

ために、例えば、教育の無償

化や１８歳までの子どもの入

院など実施する必要があり

ます。日本での子どもを育て

るのは非常に費用が掛かり

ます。 

若い世代が、これから夢をもって結婚し子育てをして

いくため、婚活を始めようと考えている人や新婚夫婦

の経済的な支援を充実してまいります。 

９８ 感想・意見 その他の意見 越前市民一人一人が充実し

た生活ができる計画、寄り添

った計画、小さな意見や考え

など聞いてくれるような受け

入れてくれるような体制が形

や紙面の上で終わらないよ

う続けていって欲しい。 

こども計画の分かりやすい概要版や、こども版を作成

し、出前講座やこども・若者にかかわる市民が集まる

集会等で活用し、こどもの幸福条例やこども計画の

普及促進をしてまいります。 

計画では、進捗を測るための指標を定めており、目標

値の達成に向け、各事業を進めてまいります。 
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９９ 感想・意見 その他の意見 「越前市こども計画(素案)」

の「子育て世帯の負担軽減」

に「子どもにとって一番よい

解決方法を一緒に考える仕

組みについて相談しやすい、

入りやすい相談の場所」とあ

りますが、相談に内容は具体

的に知らされてなくても匿名

で自分と同じような相談があ

るといいやすくなるのではな

いでしょうか。また、実際負

担軽減に結びついたことなど

あると、それを知った人がそ

こへ導かれてくれると思いま

す。  

こども一人一人により、相談したいことや話したいこと

により、相談先は変わってくると考えており、多様な相

談の場を作ってまいります。 

100 感想・意見 その他の意見 越前市こども計画(案)につ

いて、文字ばかりだと読む気

にならなかったり、内容が入

ってこなかったりしますが、

図(ライフステージに応じた

切れ目ない支援を実施)が

あることで、分かりやすくま

た内容も読んでみようと思え

るので良いと思いました。 

こども計画の分かりやすい概要版や、こども版を作成

し、出前講座やこども・若者にかかわる市民が集まる

集会等で活用し、こども計画の普及促進をしてまいり

ます 
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101 感想・意見 その他の意見 「こども計画」について、家庭

の悩みを総合的に相談でき

る所がいろいろな施設でで

きるよう、国⇔役所等の連携

がもっととれると良いと思い

ます。 

今後、こども自身が気軽にアクセスできるように多様

な相談の場を作ることが大切と考えています。 

こどもを含めた市民など多様な相談の場がどこにあ

るのかを周知し、認知してもらえるように図表を作成

する予定です。 

102 感想・意見 その他の意見 結婚しない男女が増えてき

ているので結婚のイメージを

よくしたりメリットなどをアピ

ールして結婚したいと思うよ

うに進めながら、難しい事だ

が今まで以上の対策をして

いけると良いと思いました。  

若い世代が、これから夢をもって結婚し子育てをして

いくため、婚活を始めようと考えている人や新婚夫婦

の経済的な支援を充実していきます。 

１０３ 感想・意見 ワークショップ（武生東高

校、武生商工高校、武生高

校） 

こどもの意見を尊重する風

土を作っていきたい。 

「基本柱Ⅰ基本施策２ こども・若者の最善の利

益、こどもの意見・思い［View（s）］の尊重」に反

映し、こどもの意見を尊重する風土づくりを進め

てまいります。 

１０４ 意見・要望 ニーズ調査 これからを担う世代の人達

のために、保護者、先生等、

こども達と関わる全ての人

達(特に 40 代 50 代)がこど

もたちの意見に耳を傾ける

意識を持つことが必要だと

思います。 

同上 
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１０５ 意見・要望 ニーズ調査 生徒自身が納得できない、

知らない校則がたくさんあ

る。学校は生徒が過ごすの

だから、ダメなものにはそ

の根拠を教えて欲しい。 

同上 

１０６ 意見・要望 ワークショップ（武生東高

校、武生商工高校、武生高

校） 

小さいこどもたちを安心し

て遊ばせたり、預けたりす

る場所は大切。 

 

「基本柱Ⅱ基本施策１ 就学前教育・保育、学校教

育の施設や体制の整備 

「基本柱Ⅲ 基本施策４ 子育てに適した生活空

間の整備」などの中で、こども・若者、子育て当事

者などの意見を伺いながら整備してまいります。 

１０７ 意見・要望 ワークショップ（武生高校）

（令和６年７月１７日） 

 

市の子育て支援の情報は、

学生の時から知っておきた

い。 

同上 

１０８ 意見・要望 ワークショップ（武生商工

高校）（令和６年７月８日） 

選択の場面で、悩む時間が

あまりない。選択肢を増やす

ための経験を増やす機会が

あるとよい。 

貴重なご意見ありがとうございました。計画の中に反

映します。 

１０９ 意見・要望 ニーズ調査 学童保育の受け入れ可能人

数が少ない。 

「基本柱Ⅱ基本施策１ 就学前教育・保育、学校教

育の施設や体制の整備の中で、利用者のニーズを

聞き取りながら取り組んでまいります。 

１１０ 意見・要望 ワークショップ（武生東高

校、武生商工高校、武生高

校） 

こどもは複数ほしいと思う

が、お金がかかりそう。 

基本柱Ⅲ 基本施策２ 子育て世帯の負担軽減を

図る支援」で取り組むとともに取組内容や情報を

発信してまいります。 

１１１ 意見・要望 ワークショップ（武生東高

校、武生商工高校、武生高

校） 

多様な遊び場が欲しい。今

はコンビニくらいしかな

い。 

基本柱Ⅲ 基本施策４ こども・若者の居場所づ

くりでご意見を踏まえつつ調査研究を進めてまい

ります。 
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１１2 意見・要望 ワークショップ（武生東高

校）（6 月 27 日） 

楽しい遊び場や食べもの屋

が集まっている施設があり、

１日過ごせる場所があるとい

い。お金と時間を使って移動

する必要がないと嬉しい。自

転車２０分以内くらいで駅や

商業施設の整備がされると

理想的。 

同上 

１１3 意見・要望 ニーズ調査 学生たちが勉強や宿題がで

きる施設を作って欲しい。 

同上 

１１4 意見・要望 ニーズ調査 新生児訪問の時に気軽に利 

用できる児童館や子育て支 

援センター等の情報（写真 

つきでイメージしやすいも 

のを）を教えてもらえると 

もっと早くいろいろな場に 

行って子育ての不安を話せ 

ていたのではと思う。 

「基本柱Ⅲ 基本施策４ 子育てに適した生活空

間の整備及び基本施策５ 家庭内や地域での子育

て支援」中で取り組みます。子育て当事者に寄り添

い伴奏できるよう人材育成や、情報発信にもさら

に進めてまいります。 

１１5 意見・要望 ワークショップ（仁愛大学）

（令和６年７月８日） 

子育ては女性に負担がかか

る。パートナーとともに子

育てがしたいし、周囲に助

けてくれる人が欲しい。 

同上 

１１6 意見・要望 ニーズ調査 どんな小さなことでも気軽 

に相談できる環境作りが必 

要だと思います。（親も子 

も共に） 

「基本柱Ⅲ 基本施策５ 家庭内や地域での子育

て支援」で気軽に相談できる環境づくりを進めて

まいります。 
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１１7 意見・要望 ニーズ調査 市の相談窓口など公的な場

所へ相談するまでのハード

ルが高い。もう少し接しや

すい人（例えば預けている

保育園など）に相談できる

機会が増えるといいと思

う。 

「基本柱Ⅱ 基本施策１ 就学前教育・保育、学校

教育の施設や体制の整備」「基本柱Ⅲ 基本施策２ 

子育て世帯の負担軽減を図る支援及び基本施策５ 

家庭内や地域での子育て支援」の中で気軽に相談

できる場を作ってまいります。 

１１8 意見・要望 ニーズ調査 子育てが行いやすいよう

に、働き方等の見直しがさ

れていると思うが、対応で

きているのは一部と感じ

る。企業が対応できるよう、

具体的で現実的な施策を希

望する。 

「基本柱Ⅲ 基本施策１ 若い世代が家庭をもつ

ための支援の充実」のに中で、市と事業所が連携し

子育てしやすい職場づくりやライフワークバラン

スの推進に取り組んでまいります。 

 

１１9 意見・要望 ワークショップ（仁愛大学）

（令和６年７月２５日） 

育休を活用して、働き続け

たい。 

育休は長くない方が良い。

子育てだけでは気が滅入

る。社会から孤立する、職場

で同期と経験値の差ができ

てしまう。 

一人の稼ぎでは生活が厳し

そうだから働く。 

同上 

１20 意見・要望 ワークショップ（仁愛大学）

（令和６年７月２５日） 

婚活を目的としたイベント

は行きたくない。 

貴重なご意見をありがとうございました。「基本柱

Ⅲ 基本施策 1 若い世代が家庭をもつための支

援の充実」の施策に活かしたいと考えています。 
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１２1 意見・要望 ニーズ調査 ひとり親家庭でこどもを育

てるのは大変です。勉強を

見る時間も、学校での話を

聞く間もありません。 

「基本柱Ⅳ 基本施策２ ひとり親家庭への支

援」の中で安心して生活と子育てができる環境づ

くりが推進されるよう施策の充実に努めてまいり

ます。 

１２2 意見・要望 ニーズ調査 障がいのあるこどもを特別 

支援学級か特別支援学校の 

どちらが良いかを考えると 

不安に感じることがある。 

どちらの方かこどもにとっ 

て良いのか、将来的(就職 

や収入面など)にはなど、 

障がいのあるこどもたちも 

生きやすい環境になってく 

れたらうれしいです。 

障がいの有無にかかわらず、安心して共に暮らす

ことができる地域づくりを進めるため、地域にお

ける障がい児支援の中核的役割を担う児童発達支

援センターと、保健、保育、教育、福祉、医療、労

働等の分野が連携しながら発達支援体制づくりや

インクルージョンの推進に取り組んでまいりま

す。 

１２3 意見・要望 ニーズ調査 不登校のこどもたちのケア

がまだまだ不十分だと思

う。 

基本柱Ⅱ及び基本柱Ⅳの中で、関係機関が連携し

ケアの向上を図ってまいります。 

１２4 意見・要望 ニーズ調査 家族に就労意欲がないニー

トがいる。支援を受けたが

らない人にどうやって支援

につなげばいいか分からな

い。 

基本柱Ⅳ 基本施策５ ②困難を有するこども・

若者の社会的自立への支援 の取組みを丁寧に行

ってまいります。また、その家庭に対する情報提供

や相談体制の充実を図ってまいります。 

 


